
そ の 他 の 制 査

歴史研究室・平城宮跡発掘調査部

久米廃寺（｜判山県久米郡久米IJIJ) ｜判山県教育委ii会が災施した，�， ，国縦n ，主， !fvJ Iii道0!設工ミJ;:

に伴う調査。1971年1月， 沢村が参加した。従米知られていた犠跡の束に車｜をJ去する仏堂跡

を検出した。塔のfl!.iの仏設は束向註字と判定できた。｜凶l山県教育委員会『J山主文化！！;f発1�］iVl,J

在中11.IJ報告 久米寺廃寺』（1970. 11）参照。

伯香国分寺（.（！；lf5(�，し倉吉Tli国分寺字架flli) 以追っけかえ工iJi:に伴って発見された�：跡のTHI

年度調査にひきつづいて， め111t配置およひ苅，J也を切らかにするために企古市教育委員会がお

こなった発捌訓査。1970年7 ・ 8 Jcj ,j平井 ・ 沢村・佐泌が参加。金堂，；i'li' 1:1JJ;Jiiおよび巨IJriRの

一部を確認し， 1j,J也の東凶北｜浪がほぼ切らかになった。主要伽114日立守地のほぼ凶怒り%に位

世することがわかった。企古市教育委H 会『伯者国分寺跡発1r.1i!Vl,J査報も』I (1970.3）参！！日。

元興寺極楽坊（奈f.!.Tli1l1院!IIJ) 元J}l!ぞdi�i.楽.＼）jの， 境内京辺の｜山火由設I�：ユ：，；＿Jaこともなう·j;:

前調査。1970年8月， 沢村・森が参加した。奈良11/i'fにのi立抗として， .[ll:(:1仁の米川の，，，心から

約15m束力に南北方向に走る築地と， これにともなう切石刻lみのlliH�さを検川した。これは｛初1

(1（�をめぐる築地の一部と考えられ， 条.＼）j 研究のためのHf.if！を1Ji'.(Aした。また， 事務所の凶

北に計画された釈迦院�：設予定地の発掘 �a品交を合わせて行なった。このj山は， J:li主北階大山

や小子.＼）j跡の舵定j也であったが， 後｜止の撹乱が若しいために， ゆJI僚でなかった。

隠岐国分尼寺跡（）；：； 担IMliJ1IJk::mm!i郷IIIJ大亡Hi-1、） 1969{1＇肢につづいて， ！と跡Hf,'.AEにともなう

;1Tii凶lit訟のため行った第2次調査。1970年8 ・ 9 ) J, IIIJ UJが羽j也指導を行い，l"Jと村Illを検川

し，1;n，岐国における国分尼寺の様相がほぼ判明した。j;J,11位向後教育委ll会『1；立l岐l:EI分尼寺湖

査報告』 (1971. 3）参照。

薬師寺（奈良市六条則的 近畿大学杉ii.I信三氏による薬師寺d加ぽiの学術調査。封印3 :.1
＇
.／止と

して， 食堂 ・ 僧房・経楼跡の訓査。1970:.F. 7～10月， 阿部・小笠原 ・ 西村・天間 ・ 四. fill ・

;w：木が指導援助した。調査の結果， 食堂とその左右に大規模な三而僧房， 回廊と僧JjJの11\Jに

経放の一部などを検出した。僧房は，973年に

焼失廃絶したことが知られているもので， 今

回の発掘調査で部屋割りや内部施設， 床而な

どの詳説IIが切らかとなった。床而の伯爵！焼失

ll!j，のJJ'l:lツニ｜こIから，土｛阿部・�（TJ;(j{詰 ・ 緑漁ill拘l{:fな

どが一括して1-il土した。これらのものは10世

紀末の絶対年代を知りうる点で，i止重な資料

である。毎日新聞社『薬師寺』(1971）参照。
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出雲国庁跡（仏社IY；�』公江rl'i大事IIIJ) 怯江市教育委員会による山芸国庁所在確認のための第

3次調査。1970年10～12月， IIIJIJ1が担当， 月＇：H二 ・ ！AUiJi ・ 石松・稲1:13 ・ q3 斐が参加lした。 調査

の結果， 7世紀後半から中｜止にまで存続する11:l�国！？であることがfi(Jj定した。必江市教育委

員会『出雲国庁跡発掘調査概報』 (1970. 3）参照。

能登国分寺（石川県七尾市国分IIIJ) 国分寺の「だいもん」跡を含む水凹が工場蚊地として

埋立てられたのを契機とし寺域確認を主目的とした調査。1970年10月， 七尾市教育委員会が

実施し， 河原・村上が参加した。礎石建物2隙および寺地の京を｜浪るとおもわれる築地を発

見した。七尾市教育委員会『史跡能登国分寺跡第一次調査概報』 (1971. 3）参照。

陶枕の調査（京都国立博物館） 大安寺出土の唐三彩II旬枕の研究に関連し， 京都国立博物館

でJJMHl：された「唐宋の陶枕」展に出品中の造物9点の写J＇£・実訓I］調査。1970年10 ・ 11月八引

が担当し， 佃 ・ 高島 ・ 西村・西が参加した。とくに紋胎漁＂の陶枕では， 表面のみ紋)lf:lの模様

をはりつけたものがあり， 木体全部が 紋Jlflのものとは肢術的に差があることを確認した。

大宰府（ffiil柳，L筑鋲l:11二El T!JUIJ) 楠岡県教育委只会が 行っている大宰府第6次（政庁西南

地区）の調査。 1970年10月， 沢村がm地で指辺助言を行った。 また， 大宰府条.J;;)j及びj河辺条

ill.の現地調査。 ね：型f ・ 宮沢 ・ 繊IJ:I・鬼頭が参加した。 福岡県教育委H 会『大宰j付史跡』

(1971. 3）参JI.IA。

伊場遺跡（的附県i'(fil凶！計j{Jf場） ｜認鉄検事場建設にともなう事前調査。1970年12月， 約野が

参加lし， 木1期解説 ・ 盤Jill指導を行った。浜訟市遺跡調査会『伊場遺跡第3次発掘調査Al既報』

(1971. 2）参照。

横山古筑（兵hllY出航路ili蜘LI) 業者の土砂採取にともなって， 航路市教育委員会が行った

娯急三JnliJ調査。古墳H奇代初期の前方後円出， 石柑＇宝:tt1店 ・ 土峨Jよなど
、
のl盟非i立Wtの1洋集j也。

1971王｜三2 月， 七日1.1.1・向！』；が境地で， 指辺助言を行った。

大宰府条坊（稲｜市JY;t筑紫l拡大宰府Ii汀五条） 福岡県教育委員会が福岡南バイパス建設にとも

なって実施した調査。1971年 2 ・ 3月， 石松が参加した。発掘j也は大宰）ff条.J;;ljの七坊八条に

推定されている所である。南北の務・井戸・住居跡等を確認したが， し、ずれも中世のものと

第2図 西隆寺東大l"J湖、〈北内、ら）

考えられる。 福岡県教育委員会『福岡南バイ

パス関係以政文化財調査報告』第1集（1970)

参照。

台渡廃寺（淡域Y,l-7](J三iflii)Jr!l!_IIIJ
・
） 水戸市教育

委員会主催で行う。むこう3年IHJにわたる訓

査の第1巨！調査。197lfl三3月， 出辺が参加lし

た。この廃寺は， 戦前向井悌三郎氏によって

1 fHi調査されている。今回の調査の＇＝＇的は，塔

跡Nd辺の守域縦認であった。調査の結米， 応
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I · 2似品hi>,\;JV,：� 3 ～ 6 I：火利時；JW,f 7 ～ 10こ凶Ii撚
m3聞 東；l'lli�P僧房山土土総 l l ・ 12 ！込色土：！：fA 13 ・ 14 ，加JX:!:-l

跡南力と北ブjに京凶r,v； ， 束力に南北部を検山し， 忠告；跡と南北仰の11-\Iにほぼ正ブnr�の基j丘湖、を

検出した。 また， 北方京凶iil1i;にJtして工房跡があり， 仏像型など出土している。

美濃国分寺跡（岐1;,.y.�大屋市'i'f·野IIIJ) 道路建設にともなう大塩市教育委員会による �Jnm;a:J

査。1968年3月， 八到 ・ 紺l見・伊東 ・ 宮本・安達・出辺 ・ 削 ・ 凶中 ・ fL�村が参加lした。 本年

！度は金堂推定地を調査し本寺が法起寺式の伽舵配置であることを確認した。大屋市教育委 H

会『昭和46年史跡美濃国分寺発掘調査報告.！］ 111 (1971. 3）参照。

中の浜遺跡（t.lJ IJ県盟打IUlll盟百IJIIIJJII棚） ”西前日本に於ける埋葬遺跡の綜合研究，，（代表金閲

丈夫氏）に交付された文部省、科学研究費による調査。1970年3月，木下が参加。砂丘上に立地

する弥生時代埋葬追跡。 7次にわたる従来の調査で京凶2�洋の基併が確認されている。 今次

は東群の周縁部を発掘。HiTJUI前半の土鎖基l ， 前期末～中則初の箱式石棺基6 Cl＇：！小児棺3),

小児玉：
＇
:l:tW基I ， 中i止の土城基1を検出。 今次で東訴をほぼ全面i発掘したことになる。

西隆寺跡（奈良市四大寺IIIJ) 株式会社ダイヤモンFファミリ 一 四大寺ショ ッピングセンタ

ーの建設にともなう奈良県教育委員会の緊急事前調査。1971年3月，�；＇.f監f ・ 牛川 ・ 村上 ・ 藤

)Jt（・小笠原 ・ 森・凶. :t崎が参加1した。 淵=i!f.の結果， rm隆寺東大門跡， それにとりつく京間i

大垣 ・ ＃i＇））ゴのJd点弘・！貨の築地・抗�l立住建物· 11：戸などの逃椛を検IUした。 造物は木flli" CJ色凶

隆寺司凶係）・土器 ・ 瓦 ・ 木部などが多i,1にIU土した。 石町時信 ・ 村上訓 ー 「1Lijl監寺跡、の ，Jヰ

査」背｜凌No.18， 悩原考古学研究所（1971. 7）参照。

鳴神遺跡（和歌山県和歌山市月fH1l1) 和歌山県教育委員会が実施した古境ll�j・ 代集務跡の緊急

Jl可iT調査。iiVt-・池などから多量；木製品が11：＼土した。1970年7月， IIIJEl:J ・ 凶村・黒崎・沢l王lが

木製品の緊急処J-111指導を行った。和歌山県教育委員会『I！鳥羽11追跡J] (1971. 3）参Jl/j。
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寿命王塚古積出土土器 京都国立時物館に出品中の稲岡県議：.f!lWI＼佐川IIIJ・売・命王綴古漬山

土士協の笑iJ!IJ調査を1971年1月，石必. �＇；j品 ・ 凶が行なった。尖iJlljにあたっては， 京都国立

芦物館 ・ 鈴木基親氏，桂川町教育委員会のひとかたならぬ御協力を得た。

‘寿命王綴古墳の高iJ葬品は， こ れまでにいくども紹介されているが， 土然は一括して紹介さ

れたことがなく不明な点が多かった。こ こ に紹介する一指の土球は， 寿命王媛古噴出土土i1

のすべてである。これらの土協は，装飾I古墳として著名なこの古墳の編年的位置を知るうえ

に，また，九州地方における須恵i誌の編年研究の資料としても武重である。土lf.'fは葦杯 ・ 杯 ・

j:'-;j杯 ・ 直口'l:':f ・ 捉）低 ・ 台付�：':1:などの須恵協があり， 大多数は｜暗灰色を呈する。なかにいわゆ

る「赤焼き」とよばれる赤泌色のものがある。「赤焼き」の土器＋は後述のように興味ある司i・

突があるので別述する。

it杯（ 5～8) 口径11.5～12.4cm， 杯はややひらたし、氏fillにl村信iする口縁）�iiをもっ；￥.�

Jf＊である。策は天井部と口縁部の境が屈1111し， 外而に浅い沈総をもっている。荒 ・ 杯 の各口

縁端部は内傾
ー
する「自iをもっ。 こ の秘の口縁端i・mをもつものとしてはもっともJ析しし、。ほ；·：m ；お

よび天井部外国ともやや紅［＼，、へラケズリで調整している。

杯（1'1 ・ 15) 口径8 ～8.4cm，まるみのある底部に，｜付信lするがそりのある口縁部をもっ器

形である。仁l 縁端部はまるくおさめている。先述の議杯（4～7）より新しい型式とみられる。

�＂；j杯（10〕 口径10.2cm， 高さ13.lcm，長JV11一段の透しをもっ， M；部下外而に櫛による

刺突文がめぐり，l肉！には粗いカキ目が認められる。

直口�\f (9) 口径10.6cm，復原市i14cm， 玉ねぎ形の｛本部に， 外反する広い口縁が つく

保形てある。扇部にカキ目が認められ， 休部下半はへラケズリされている。

提瓶（11) 口径3.6cm， 高さll .4cm, まるい体制に外反する短い口縁がつき崩 mi に は

対粉、的に環状の把手がつくi-t形である。

台十Pil':1: (12 ・ 13) 裾のひらく倒l台にまるい休部の査部分がつく；＊形である。査部分が破

損して全貌を知りがたL、。査部現存部上半に繊カキ目， 下半に1111き自がある。脚台には長方

形と三角形のすかしが三段と二条の沈線が 4段，櫛1Wiきのこまかし、波：伏文が）肉i台をめくって

いる。なお， 脚台の高さは約27cmある。

以上の一般的な多tTil:.1慌のほかに， 赤禍色臨！！質の 土器；・（ 1～りがある。 こ れ ら は先 述 の

須恵総と同様ロクロ成形によっており，if.＋形も同僚である。胎土は精良で，多i恋官＃にくらべ

てほとんど砂を合んでいなし、。 また直口査（ ,1）のほ部はナデてイ土上げているが， 料、の（ 1 

～3）底部外国は， 中央部を一方向にケズリ， そのj吋辺を左まわりに5 ～ 6回に分けてケズ

る。 こ の底部ケズリは一般の須恵総の杯類の低fillケズリと手法を具にしており，liirこ， 須店

協の此き損じとはし、し、きれなし、。すすめていうなら，この「赤坑き」のー鮮の存在は， こ の

極の土器の比較的多く分布する九州におし、て， 一般の須恵世話工人とは呉った系統の工人集団

のyr,在がうかがえるJ}{J!!:jとある1]i：�である。今後の研究に則的したい。 （尚1::;J心玉Jl・国 弘海〉
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f:n,J凶 万命王1家古JJtlU土土日見

← 4り 一




